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道産木材を利用しました

　今回の増設工事にあたっては、周辺環

境や既存施設との調和を保つため木造と

し、さらに使用木材の大部分を『道内の

森林から産出され、道内で加工された地

域材（道産材）』を利用することで、北

海道から森林整備加速化・林業再生事業

補助金の交付決定を受け実施しました。

　木材を利用することは、地球温暖化の

防止や国土の保全など森林が持つ多面的

機能の発揮に繋がります。今後も、周辺

施設の整備にあたっては、木造化・道産

材の活用に努めます。
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こ
の
度
の
工
事
で
は
、
農
産
物
等
の
販
売
ス
ペ
ー
ス
と
同
一
施
設

内
に
あ
っ
た
軽
食
コ
ー
ナ
ー
を
既
存
施
設
に
併
設
し
て
新
築
。「
ど

ぶ
カ
ラ
く
ん
」
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
等
を
販
売
し
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
施
設
も
増
床
し
て
村
自
慢
の
農
産
物
や
加
工
品
等
の

陳
列
ス
ペ
ー
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を
確
保
し
充
実
し
ま
し
た
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工
事
期
間
中
は
、
村
民
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
ご
来
場
の
方
々

に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
村
民
の
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
も
魅

力
あ
る
施
設
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「地元で使おう!木材利用
セミナー inしんしのつ」
兼「完成見学会」を開催
しました

　平成26年7月23日、たっぷの湯と

産直市場を会場に、石狩振興局森林

室と村の共催で道産木材の普及を目

的とした「木材利用セミナー」と「工

事完成見学会」を開催。当日は、石

狩管内市町村や森林組合の職員、産

直市場関係者など４１名の参加をい

ただきました。

　セミナーでは、木質バイオマスの

利用状況について石狩振興局産業振

興部林務課　中村修作氏から、また、

木屑と稲わらなど農作物残さを混合

したペレット燃料の可能性などにつ

いて独立行政法人北海道立総合研究

機構　山田敦氏から講演をいただき、

完成見学会として村の木材利用の現

状や工事での道産木材利用状況につ

いて村担当者から説明を行いました。

≪施設概要≫

○軽食コーナー新設部分

・構造 木造平屋建・延床面積 49.64㎡・地域材使用量 約13.3㎥・主な樹種 トドマツ

○既存施設増床部分

・増床延床面積 64.125㎡・地域材使用量 約6.7㎥・主な樹種 トドマツ

《施工業者》新栄工建㈱　代表取締役　工藤信夫
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